
１９６１年１月１６日 第３種郵便物認可 ２００７年１０月１日 第５３３号（毎月１回１日発行１部１００円）
（加盟団体関係者の講読料については、負担金に含まれている。）

No.

533
仏暦２５５０年１０月
［２００７年］

目次 論点・視点 ⑩ ケネス・タナカ「アメリカ仏教から見た日本仏教」
加盟団体をゆく第9回 滋賀県仏教会

NEXT50 ④ 石上智康 「全日本仏教会にかける夢」
財団創立50周年記念式典開催

（チャイニーズネットの漁師 撮影 白川 淳敬氏）

50周年特集ページ



仏
教
の
諸
宗
派
が
世
界
で
一
番
多
く
集
ま

っ
て
い
る
都
市
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ロ
サ
ン
ゼ

ル
ス
で
、
そ
こ
に
は
現
在
八
十
を
超
え
る
多

く
の
宗
派
が
共
存
し
て
い
る
。
二
千
五
百
年

ほ
ど
昔
、
東
洋
で
発
生
し
た
宗
教
で
あ
る
仏

教
が
、
今
西
洋
の
超
大
国
で
こ
の
よ
う
に
伸

び
て
い
る
こ
と
は
、
非
常
に
興
味
深
い
現
象

と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

現
在
、
ア
メ
リ
カ
の
仏
教
徒
の
数
は
約
三

百
万
人
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
ア
メ

リ
カ
の
人
口
の
一
パ
ー
セ
ン
ト
程
に
当
た

る
。
し
か
し
、
仏
教
徒
で
は
な
く
て
も
仏
教

に
興
味
を
も
っ
て
い
る
人
た
ち
は
も
っ
と
多

い
。
あ
る
調
査
に
よ
れ
ば
、
仏
教
に
何
ら
か

の
影
響
を
受
け
た
と
い
う
人
の
数
が
約
二
千

五
百
万
人
と
い
う
驚
く
ほ
ど
の
も
の
と
な
っ

て
い
る
。

し
か
し
、
一
九
六
〇
年
代
前
半
当
時
、
ア

メ
リ
カ
人
一
般
は
仏
教
を
「
お
へ
そ
を
眺
め

な
が
ら
瞑
想
を
す
る
ア
ジ
ア
の
カ
ル
ト
」
と

い
う
程
度
の
も
の
と
し
か
思
っ
て
い
な
か
っ

た
。
そ
れ
が
、
七
〇
年
代
の
後
半
に
な
る

と
、
こ
の
状
況
は
変
化
し
特
に
知
識
人
の
間

で
は
仏
教
へ
の
関
心
が
高
ま
り
、一
般
社
会

で
も
、仏
教
に
好
感
を
持
つ
人
が
増
え
て
行
っ

た
の
で
あ
る
。

私
は
、
ア
メ
リ
カ
で
幼
い
頃
か
ら
仏
教
に

出
会
い
、
五
十
才
で
渡
日
す
る
ま
で
、
ず
っ

と
ア
メ
リ
カ
仏
教
の
中
で
育
っ
た
人
間
で
あ

る
。
そ
の
よ
う
な
人
間
が
日
本
仏
教
に
つ
い

て
意
見
を
述
べ
る
と
い
う
こ
と
は
、
容
易
な

こ
と
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
た
っ
た
一
五

〇
年
の
歴
史
し
か
持
た
な
い
ア
メ
リ
カ
仏
教

の
視
点
か
ら
、
ど
の
よ
う
に
千
五
百
年
の
歴

史
を
持
つ
日
本
仏
教
に
意
見
を
述
べ
る
こ
と

が
で
き
よ
う
か
。
そ
の
資
格
な
ど
全
く
な
い

の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
で

起
こ
る
社
会
現
象
は
十
年
、
二
十
年
後
に
日

本
で
も
起
こ
る
と
よ
く
言
わ
れ
て
お
り
、
現

在
の
ア
メ
リ
カ
仏
教
に
就
い
て
述
べ
る
こ
と

が
、皆
様
に
何
ら
か
の
参
考
に
な
れ
ば
と
思
う
。
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二
年
前
、
私
は
、
東
京
大
学
で
「
ア
メ
リ

カ
仏
教
」
を
中
心
課
題
と
し
た
授
業
を
英
語

で
教
え
た
。
最
後
の
授
業
で
、
あ
る
社
会
学

専
攻
の
学
生
が
こ
の
よ
う
な
意
見
を
言
っ

た
。
彼
に
よ
る
と
、
カ
ル
ト
教
団
は
当
然

「
外
」
で
あ
る
が
、
日
本
の
一
般
の
仏
教
寺

院
も
、
神
秘
的
な
こ
と
に
し
か
専
念
し
て
い

な
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
く
、
ア
メ
リ
カ

仏
教
の
事
情
を
授
業
で
学
び
日
本
の
仏
教
と

比
較
し
て
み
て
、
日
本
の
仏
教
は
ど
ち
ら
か

と
い
う
と
、
社
会
の
「
外
」
に
あ
る
と
い
う

感
想
を
持
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
意
見
を
聞
い
た
瞬
間
、
私
は
「
な
る

ほ
ど
」
と
感
じ
、
日
本
と
ア
メ
リ
カ
で
の
、

社
会
に
対
す
る
宗
教
・
仏
教
の
立
場
や
役
割

の
違
い
を
定
義
す
る
新
し
い
概
念
を
発
見
し

た
思
い
が
し
た
。
こ
の
見
解
は
、
日
本
仏
教

に
携
わ
っ
て
い
る
方
に
は
、
賛
成
で
き
な
い

こ
と
か
も
し
れ
な
い
が
、
私
は
こ
の
東
大
生

の
意
見
に
も
耳
を
傾
け
る
価
値
が
あ
る
と
思

う
。ま

た
、
そ
れ
は
、
今
か
ら
ア
メ
リ
カ
仏
教

の
社
会
性
を
示
す
五
つ
の
特
徴
を
述
べ
る
事

で
そ
の
理
由
を
多
少
な
り
と
も
理
解
願
え
る

と
考
え
る
。
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一
、
参
加
仏
教

―

ア
メ
リ
カ
人
の
多
く

は
、
本
当
の
宗
教
（true

religion

）
は
現

実
社
会
に
貢
献
で
き
る
も
の
で
あ
る
と
い
う

信
念
を
持
っ
て
い
る
。
こ
の
考
え
を
、
ア
メ

リ
カ
仏
教
で
は
エ
ン
ゲ
イ
ジ
ド
・
ブ
ッ
デ
ィ

ズ
ム
（
参
加
仏
教
）
と
呼
ん
で
い
る
。
全
米

５
千
人
も
の
会
員
を
持
ち
、
反
戦
運
動
や
環

境
、
犯
罪
、
銃
規
制
等
の
問
題
に
専
念
す
る

Buddhist
Peace

Fellow
ship

（
仏
教
平

和
同
盟
）
と
い
う
団
体
の
活
動
が
こ
の
良
い

例
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。
勿
論
、
日
本
に
も

社
会
参
加
に
専
念
す
る
仏
教
団
体
は
あ
る
の

だ
が
、
全
体
数
か
ら
言
え
ば
ご
く
少
数
で
あ

る
。
日
本
で
は
社
会
活
動
は
、「
悟
り
」
を

得
る
と
い
う
仏
教
本
来
の
領
域
か
ら
か
け
離

れ
て
い
る
も
の
と
考
え
る
人
が
い
る
た
め
だ

ろ
う
。
仏
教
と
い
え
ば
、
例
え
ば
観
光
客
が

寺
院
の
美
し
い
庭
園
を
鑑
賞
し
て
心
の
安
ら

ぎ
を
得
よ
う
と
し
、
ま
た
、
一
般
の
日
本
人

は
先
祖
が
奉
ら
れ
て
い
る
お
寺
等
を
連
想
す

る
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
仏
教
の
存
在
と
そ
の

社
会
的
価
値
が
日
本
で
は
、
現
実
社
会
の
次

元
と
異
な
る
所
に
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。

二
、
女
性
参
加

―

ア
メ
リ
カ
仏
教
に
は

女
性
教
師
が
数
多
く
い
る
。
例
え
ば
、
上
座

部
系
の
イ
ン
サ
イ
ト
メ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
で

は
、
六
十
人
程
の
教
師
の
約
半
数
は
女
性
で

あ
る
。
ま
た
、
最
大
教
団
の
一
つ
で
あ
る
サ

ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
禅
セ
ン
タ
ー
で
は
、
六
十

代
の
女
性
教
師
が
一
九
九
六
年
に
住
職
と
し

て
着
任
し
た
。
ま
た
、
小
規
模
な
組
織
に
お

い
て
も
女
性
指
導
者
の
活
躍
は
著
し
い
。
一

方
、
日
本
の
住
職
は
ほ
と
ん
ど
が
男
性
で
あ

り
、
た
と
え
女
性
が
務
め
た
と
し
て
も
、
そ

�
�
�
�
�

�

ア
メ
リ
カ
仏
教
か
ら
見
た
日
本
仏
教

武
蔵
野
大
学
教
授
・
国
際
真
宗
学
会
会
長

ケ
ネ
ス
・
タ
ナ
カ

社
会
の「
内
」か「
外
」か
？

２００７年１０月１日2
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れ
は
暫
定
的
な
も
の
で
あ
る
場
合
が
ほ
と
ん

ど
の
よ
う
で
あ
る
。
つ
ま
り
日
本
で
は
、
女

性
が
お
寺
の
最
高
指
導
者
に
な
る
の
は
珍
し

い
こ
と
で
あ
り
、
各
宗
派
の
本
山
や
大
寺
院

で
は
こ
の
傾
向
は
な
お
さ
ら
強
い
の
が
現
状

で
あ
る
。

三
、
超
宗
派
意
識

―

日
本
で
は
、
宗
派

間
の
交
流
は
非
常
に
少
な
い
。
お
寺
の
法
要

に
他
宗
派
の
僧
侶
が
講
師
と
な
る
こ
と
は
稀

で
あ
る
。
一
方
、
ア
メ
リ
カ
仏
教
は
、
日
本

と
対
照
的
で
あ
る
。
例
え
ば
、
今
年
度
も
、

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
禅
セ
ン
タ
ー
の
多
く
の

集
ま
り
に
、
イ
ン
サ
イ
ト
メ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ

ン
、
ベ
ト
ナ
ム
、
テ
ー
ラ
バ
ー
ダ
、
浄
土
真

宗
、
真
言
宗
、
チ
ベ
ッ
ト
、
お
よ
び
臨
済
宗

と
い
う
幅
広
い
宗
派
か
ら
の
講
師
が
招
待
さ

れ
て
い
る
。

四
、
科
学
と
の
交
流

―

仏
教
は
、
ア
メ

リ
カ
に
紹
介
さ
れ
た
時
点
か
ら
「
科
学
の
宗

教
」
と
し
て
知
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
後
も
、

心
理
学
の
「
父
」
で
あ
る
ウ
イ
リ
ア
ム
・
ジ

ェ
ー
ム
ス
や
物
理
学
者
の
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
ィ

ー
ン
等
の
発
言
に
よ
っ
て
こ
の
イ
メ
ー
ジ
が

継
承
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
傾
向
を
象
徴
す
る

T
he
M
ind
and

Life
Institute

（
心
・
命

研
究
所
）
は
、
コ
ロ
ラ
ド
州
に
設
け
ら
れ
、

仏
教
と
現
代
科
学
の
観
点
か
ら
心
と
実
在
の

本
質
（nature

of
reality

）
を
理
解
し
、

医
学
、
神
経
科
学
、
心
理
学
、
及
び
教
育
学

の
分
野
に
そ
の
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
を
ビ

ジ
ョ
ン
と
し
て
掲
げ
て
い
る
。
日
本
で
は
、

こ
の
よ
う
な
交
流
は
、
最
近
大
学
や
研
究
所

で
は
多
少
あ
る
も
の
の
、
仏
教
界
全
体
と
し

て
は
ま
だ
希
薄
で
あ
る
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、

仏
教
指
導
者
の
中
に
は
、
科
学
や
科
学
者
に

対
し
て
強
い
反
感
を
抱
い
て
い
る
人
も
い
る

よ
う
だ
。
な
お
、
こ
の
科
学
と
仏
教
の
隔
た

り
は
、
日
本
に
於
け
る
「
脳
死
の
議
論
」
の

際
は
っ
き
り
浮
き
彫
り
に
さ
れ
た
と
私
は
感

じ
た
。

五
、
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
中
心

―

ア
メ
リ
カ

仏
教
で
は
、「
教
義
」
や
「
儀
式
」
よ
り
も

「
行
（
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
）」が
重
視
さ
れ
、
こ

れ
が
仏
教
徒
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

の
要
素
と
な
っ
て
い
る
。
日
本
の
場
合
に

は
、
諸
宗
派
の
集
ま
り
で
は
所
属
す
る
宗
派

に
つ
い
て
問
わ
れ
る
の
が
普
通
だ
が
、
ア
メ

リ
カ
で
は
「
あ
な
た
の
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
は
何

で
す
か
？
」
と
問
わ
れ
る
場
合
が
多
い
。
そ

し
て
、
そ
れ
に
宗
派
名
で
は
な
く
、「
ヴ
ィ

パ
ッ
サ
ナ
」
や
「
座
禅
」
や
「
ゾ
グ
チ
ェ
ン
」

と
い
う
修
行
名
で
答
え
る
の
が
普
通
で
あ

る
。「
教
義
」
の
み
で
は
自
分
の
頭
の
中
で

留
ま
っ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
が
、
プ
ラ
ク
テ

ィ
ス
す
る
こ
と
で
、「
自
分
が
体
験
す
る
聖

な
る
感
覚
」
で
あ
る
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ

を
も
っ
と
実
現
で
き
る
か
ら
だ
。
こ
れ
は
、

自
分
な
り
に
自
分
の
日
常
生
活
に
教
え
を
感

じ
取
り
、
自
分
が
納
得
で
き
る
か
ら
で
あ

る
。
仏
教
を
日
常
生
活
に
生
か
す
こ
と
こ

そ
、
仏
教
の
社
会
性
の
一
角
で
あ
る
と
ア
メ

リ
カ
仏
教
徒
は
考
え
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
ア
メ
リ
カ
仏
教
は
、
多
く

の
女
性
指
導
者
を
生
む
と
同
時
に
、
社
会
問

題
に
も
関
わ
り
、
そ
し
て
他
宗
の
仏
教
徒
や

学
問
分
野
で
も
交
流
を
結
ん
で
い
る
の
で
あ

る
。
ま
た
、
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
及
び
、
日
常
生

活
に
お
け
る
仏
教
と
い
う
概
念
を
重
視
し
て

き
た
と
い
う
背
景
も
あ
り
、
こ
の
よ
う
な

様
々
な
仏
教
に
対
す
る
姿
勢
が
、
先
ほ
ど
の

東
大
生
が
感
じ
た
「
社
会
性
が
旺
盛
」
で
あ

る
と
い
う
こ
と
に
繋
が
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
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こ
こ
で
言
う
「
ア
メ
リ
カ
仏
教
」
と
は
、

ア
メ
リ
カ
に
住
む
ア
ジ
ア
系
仏
教
徒
の
こ
と

で
は
な
く
、
主
に
改
宗
者
（converts

）
の

仏
教
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
改
宗
者
の

特
徴
は
、
先
祖
代
々
受
け
継
い
で
仏
教
徒
と

呼
ぶ
人
た
ち
よ
り
、
仏
教
の
心
髄
で
あ
る
悟

り
や
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
を
体
験
し
よ
う

と
真
剣
な
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
無
謀
な
時

も
あ
る
が
、
新
鮮
な
解
釈
を
行
い
、
仏
教
の

本
来
の
目
的
を
純
粋
に
追
求
す
る
場
合
が
あ

る
こ
と
も
改
宗
者
の
特
徴
に
あ
げ
ら
れ
る
。

一
方
、
多
く
の
日
本
の
仏
教
徒
に
と
り
仏

教
は
、
ア
メ
リ
カ
に
住
む
ア
ジ
ア
系
仏
教
徒

と
同
様
、
先
祖
崇
拝
や
死
者
儀
礼
と
密
接
な

関
係
を
持
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
仏
教
が

行
う
重
要
な
役
目
で
あ
り
、
決
し
て
放
棄
す

べ
き
も
の
で
は
な
い
と
私
は
考
え
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
れ
と
共
に
、
今
以
上
に
仏
教
の

社
会
性
も
高
め
る
こ
と
で
、
日
本
の
大
学
生

に
日
本
仏
教
は
社
会
の
「
内
」
に
あ
る
と
評

価
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

仏
教
が
社
会
の
「
内
」
に
あ
る
と
い
う
こ

と
は
、
五
木
寛
之
氏
が
本
会
の
創
立
五
十
周

年
記
念
式
典
の
特
別
記
念
講
演
の
中
で
描
か

れ
た
樹
下
の
瞑
想
姿
と
は
、
異
な
っ
た
釈
尊

の
も
う
一
つ
の
人
間
像
と
一
致
す
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
王
様
か
ら
売
春

婦
ま
で
の
あ
ら
ゆ
る
社
会
の
人
々
と
接
し
、

彼
ら
の
現
実
問
題
に
関
わ
り
な
が
ら
、
五
木

氏
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、「
常
に
歩
き
ま
く

ら
れ
、
語
り
ま
く
ら
れ
た
」
非
常
に
活
動
的

な
釈
尊
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

＊
次
回
の「
論
点
・
視
点
」（
十
一
月
号
）は
、

日
本
印
度
学
仏
教
学
会
理
事
長
・
木
村
清

孝
氏
に
ご
寄
稿
い
た
だ
き
ま
す
。

ケ
ネ
ス
・
タ
ナ
カ
氏

K
enneth

T
anaka

一
九
八
六
年
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
、

Ph.D
.

（
仏
教
学
）
取
得
。
元
北
カ
リ
フ

ォ
ル
ニ
ア
仏
教
連
合
会
長
。
著
書
に
『
真

宗
入
門
』（
法
蔵
館
）『
中
国
浄
土
教
の
暁

（
英
文
）』（N

ew
Y
ork

州
立
大
学
）な
ど
。

『
伸
び
る
ア
メ
リ
カ
仏
教
』
二
〇
〇
八
年

刊
行
予
定
。
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「
加
盟
団
体
を
ゆ
く
」
第
九
回
目
は

滋
賀
県
仏
教
会
を
訪
ね
、
前
阪
良
憲
事

務
局
長
、
武
田
圓
寵
天
台
真
盛
宗
宗
務

総
長
、
事
務
局
書
記
高
橋
朋
子
さ
ん
に

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
事
務
局
の
「
西

教
寺
」
は
天
台
真
盛
宗
の
総
本
山
と
し

て
も
広
く
知
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
当
日

は
快
晴
で
、
素
晴
ら
し
い
風
景
の
中
取

材
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

―
仏
教
会
の
活
動
で
、
継
続
的
に
、
ま

た
特
に
力
を
入
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
点

に
つ
い
て
お
話
下
さ
い
。

滋
賀
県
仏
教
会
の
事
務
局
は
、
現
在

西
教
寺
寺
務
所
に
置
か
せ
て
も
ら
っ
て

お
り
ま
す
。
西
教
寺
は
天
台
眞
盛
宗
の

総
本
山
で
天
台
眞
盛
宗
宗
務
所
も
あ
り

ま
す
。

滋
賀
県
仏
教
会
会
長
山
本
孝
圓
西
教

寺
貫
首
が
就
任
さ
れ
た
と
同
時
に
事
務

局
が
西
教
寺
に
移
さ
れ
ま
し
た
。
以
前

は
常
勤
職
員
が
お
ら
ず
事
務
連
絡
が
滞

っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
で
は
大
変
事

務
処
理
が
ス
ム
ー
ズ
に
い
っ
て
い
る
の

で
会
員
に
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

県
仏
と
し
て
は
、
全
日
本
仏
教
会
か

ら
発
信
さ
れ
て
い
る
い
ろ
い
ろ
な
事
務

連
絡
を
、
各
支
部
、
会
員
に
も
れ
な
く

連
絡
す
る
こ
と
と
、
県
仏
教
会
へ
一
ヶ

寺
で
も
多
く
加
盟
し
て
い
た
だ
く
よ
う

各
寺
院
に
呼
び
か
け
て
お
り
ま
す
。
県

内
に
は
約
三
千
ヶ
寺
あ
り
ま
す
が
、
加

盟
寺
院
数
は
千
五
百
七
十
ヶ
寺
ほ
ど
に

と
ど
ま
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
滋

賀
県
は
琵
琶
湖
が
六
分
の
一
を
し
め
て

い
て
、
県
の
真
ん
中
に
位
置
し
、
湖
南

と
湖
北
の
地
域
格
差
が
あ
る
こ
と
と
、

現
在
の
仏
教
会
組
織
に
対
し
て
メ
リ
ッ

ト
が
な
い
、
会
費
を
支
払
う
だ
け
損
だ

と
い
う
考
え
が
あ
る
こ
と
に
起
因
し
て

い
る
よ
う
で
す
。

ま
た
、
宗
派
間
の
連
帯
関
係
が
う
す

い
こ
と
と
市
町
村
合
併
の
あ
お
り
で
二

百
ヶ
寺
ほ
ど
脱
退
い
た
し
ま
し
た
。
非

常
に
残
念
な
こ
と
で
す
。

そ
れ
で
も
平
成
十
七
年
十
一
月
十
六

日
・
十
七
日
の
二
日
間
、
第
三
十
九
回

全
日
本
仏
教
徒
会
議
滋
賀
大
会
を
大
津

市
の
大
津
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
・
滋
賀
県

立
芸
術
劇
場
び
わ
こ
ホ
ー
ル
で
開
催
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。

全
国
か
ら
二
日
間
で
約
二
千
九
百
名

の
方
々
が
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
大
会

を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
前

日
の
大
津
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で
は
、
四

分
科
会
を
開
催
し
、「
い
の
ち
と
環
境
」

・「
国
際
貢
献
」・「
仏
教
に
み
る
男
女

社
会
参
画
」・「
現
代
の
政
治
」
と
、
幅

広
い
テ
ー
マ
で
議
論
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
パ
ネ
ラ
ー
の
先
生
も
、
各
分

野
の
専
門
の
先
生
、
政
治
家
、
弁
護

士
、
学
識
者
、
福
祉
関
係
者
に
ご
出
場

願
い
、
非
常
に
魅
力
あ
る
分
科
会
が
出

来
ま
し
た
。
さ
ら
に
初
の
試
み
と
し
ま

し
て
全
日
本
仏
教
会
加
盟
団
体
代
表
者

会
議
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

二
日
目
の
び
わ
こ
ホ
ー
ル
で
は
、
本

格
的
な
国
内
有
数
の
舞
台
機
構
を
備
え

た
大
ホ
ー
ル
で
、
六
場
面
の
転
換
が
あ

り
、
そ
の
模
様
が
映
像
処
理
の
格
調
と

美
し
さ
で
全
画
面
が
舞
台
上
の
大
ス
ク

リ
ー
ン
（
上
手
・
下
手
に
設
置
）
に
映

し
出
さ
れ
ま
し
た
。
式
典
・
記
念
法
要

【
天
台
声
明
】・
浄
土
宗
滋
賀
教
区
寺

庭
婦
人
会
「
コ
ー
ル
あ
お
い
」
の
皆
さ

ん
に
よ
る
コ
ー
ラ
ス
な
ど
が
大
き
な
回

転
舞
台
を
使
用
し
、
板
付
き
の
ま
ま
転

換
さ
れ
、
各
場
面
の
美
し
さ
と
共
に
、

満
員
の
参
加
者
に
驚
き
と
感
動
を
与
え

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

ま
た
、
特
別
記
念
講
演
と
し
て
西
川

き
よ
し
氏
に
「
福
祉
は
我
が
家
か
ら
」

と
い
う
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
大
会
の
際
も
、
地
理
的
特
性
か

ら
動
員
に
大
変
苦
労
致
し
ま
し
た
が
、

各
支
部
の
仏
教
会
及
び
檀
信
徒
に
、
会

費
・
広
告
・
協
賛
等
を
通
じ
て
大
き
な

協
力
を
頂
き
ま
し
た
。

都
道
府
県
仏
教
会
が
仏
教
徒
会
議
を

主
催
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
不
特
定
多

数
の
人
々
か
ら
多
額
の
資
金
調
達
を
頂

く
の
は
会
議
の
性
質
上
難
し
い
等
、
運

営
で
苦
労
す
る
場
合
も
あ
り
ま
し
た
。

例
え
ば
会
場
は
県
立
芸
術
劇
場
で
あ
っ

た
た
め
、
直
前
ま
で
入
場
で
き
な
い

等
、
制
約
や
難
し
さ
も
ご
ざ
い
ま
し

た
。
分
科
会
の
パ
ネ
リ
ス
ト
の
人
選

�
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他
、
様
々
な
企
画
案
に
関
し
て
も
、
失

敗
し
た
ら
ど
う
す
る
、
誰
が
責
任
を
取

る
ん
だ
、
と
い
う
失
敗
論
か
ら
始
ま
っ

て
し
ま
う
傾
向
が
ご
ざ
い
ま
す
。

実
は
仏
教
徒
大
会
の
開
催
前
に
、
近

畿
地
方
で
福
祉
関
係
の
大
会
開
催
に
い

く
つ
か
関
わ
ら
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
そ

れ
が
非
常
に
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
そ

う
い
っ
た
経
験
を
積
む
こ
と
も
重
要
で

あ
る
と
実
感
し
ま
し
た
。

こ
う
し
た
大
会
は
、
動
員
数
や
規
模

だ
け
が
最
終
的
な
目
標
で
は
な
く
、
大

会
を
通
じ
て
地
域
仏
教
会
が
盛
り
上
が

り
、
今
後
の
活
動
に
繋
げ
て
ゆ
く
事
が

最
も
重
要
で
は
な
い
か
、
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

―
昨
今
の
様
々
な
社
会
問
題
に
つ
い

て
、
感
じ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
思
い
を
お

聞
か
せ
下
さ
い
。

年
金
が
消
え
た
、
と
い
う
年
金
問
題

は
記
憶
に
新
し
い
で
す
。
他
人
事
で
は

な
く
、
僧
侶
な
ど
は
得
度
等
で
名
前
を

変
え
る
事
も
多
い
で
す
よ
ね
。
影
響
も

多
い
の
で
は
、
と
思
い
ま
す
。
実
際
私

も
対
象
に
入
っ
て
お
り
ま
し
た
。

他
に
特
に
憂
慮
し
て
い
る
問
題
は
、

少
子
高
齢
化
、
核
家
族
化
が
進
ん
で
し

ま
っ
て
お
り
、
老
人
が
老
人
を
介
護
し

て
い
る
い
わ
ゆ
る
「
老
々
介
護
」
は
今

後
ま
す
ま
す
深
刻
に
な
っ
て
い
く
と
思

い
ま
す
。
そ
れ
に
今
回
の
年
金
問
題
が

追
い
打
ち
を
か
け
る
形
に
な
り
か
ね
ま

せ
ん
。
こ
う
し
た
問
題
へ
の
ア
プ
ロ
ー

チ
に
関
し
て
、
お
寺
だ
か
ら
言
え
る
事

も
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

特
に
、「
命
の
尊
厳
」
に
関
し
て

は
、
仏
教
者
が
も
っ
と
命
の
大
切
さ
を

訴
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま

す
。
雇
用
問
題
で
働
き
盛
り
が
働
け
な

く
な
る
と
子
ど
も
の
虐
待
に
も
繋
が

り
、
若
年
夫
婦
は
子
ど
も
を
簡
単
に
捨

て
て
し
ま
う
事
件
が
続
発
し
て
し
ま
っ

て
い
ま
す
。

一
つ
に
は
様
々
な
救
済
策
や
対
策
が

届
い
て
い
な
い
、
点
が
線
に
な
っ
て
い

な
い
と
い
う
現
状
が
あ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
実
際
に
子
ど
も
と
接
し

て
い
て
も
感
じ
る
の
で
す
が
、
た
だ
普

通
に
挨
拶
を
す
る
、
一
言
二
言
で
も
言

葉
を
交
わ
す
と
い
う
、
ご
く
普
通
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
普
通

の
や
り
と
り
を
し
て
い
る
だ
け
で
も
、

少
し
ず
つ
子
ど
も
が
明
る
く
な
っ
て
く

る
実
感
が
あ
り
ま
す
。

今
後
問
題
と
な
っ
て
く
る
介
護
者
不

足
に
よ
る
介
護
の
問
題
等
も
、
問
題
で

あ
る
、
対
策
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
、

と
言
っ
て
い
る
だ
け
で
は
い
け
な
い
の

で
す
。
様
々
な
宗
教
の
中
で
も
、
自
宅

を
訪
問
し
て
仏
間
の
お
座
敷
で
お
話
が

出
来
る
の
は
仏
教
だ
け
で
す
。
寺
院
は

全
国
に
七
万
ヶ
寺
以
上
存
在
し
、
ど
こ

の
村
・
字
に
も
必
ず
寺
院
が
あ
り
ま

す
。
組
織
の
力
を
生
か
し
て
い
き
、
僧

侶
が
接
し
て
い
る
人
々
を
一
人
で
も
二

人
で
も
助
け
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な

い
、
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

―
仏
教
界
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
指
針

の
よ
う
な
も
の
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

仏
教
界
は
い
わ
ゆ
る
宗
団
の
縦
の
つ

な
が
り
、
仏
教
会
を
は
じ
め
と
し
た
横

の
連
携
を
し
っ
か
り
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
そ
う
し
な
い
と
、
仏
教
そ

の
も
の
が
通
じ
な
く
な
っ
て
き
て
し
ま

い
ま
す
。
公
務
員
な
り
他
の
職
業
な
り

の
仕
事
を
し
な
が
ら
寺
院
を
支
え
て
い

る
、
い
わ
ゆ
る
兼
業
の
住
職
の
方
に
こ

そ
、
仏
教
会
の
活
動
に
参
加
し
て
い
た

だ
き
た
い
で
す
。
そ
う
い
っ
た
方
々
が

参
加
し
て
こ
そ
、
よ
り
現
状
の
社
会
に

適
し
た
働
き
か
け
が
で
き
る
と
思
い
ま

す
。現

在
の
日
本
の
国
民
に
は
、
信
心
の

種
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
そ
れ
が
宗
教
だ

と
い
う
感
覚
は
あ
り
ま
せ
ん
。
民
話
や

日
々
の
生
活
に
仏
教
が
ど
れ
だ
け
関
わ

っ
て
い
る
か
を
積
極
的
に
P
R
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
仏
教
界

の
広
報
の
在
り
方
を
今
後
も
研
究
し
つ

づ
け
て
い
く
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

―
本
年
財
団
創
立
五
十
周
年
を
迎
え
る

本
会
の
活
動
へ
の
ご
意
見
・
ご
要
望
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

現
在
の
仏
教
界
は
、
宗
団
は
ま
と
ま

っ
て
い
ま
す
が
地
域
仏
教
会
で
は
バ
ラ

バ
ラ
、
と
い
う
状
況
が
見
ら
れ
ま
す
。

国
民
の
為
に
も
、
宗
派
の
垣
根
を
越
え

る
事
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
役
割
を
こ

な
す
の
は
全
日
本
仏
教
会
を
お
い
て
他

に
な
い
、
と
考
え
て
い
ま
す
。
仏
教
会

の
無
い
市
町
村
に
積
極
的
に
仏
教
会
を

組
織
し
て
、
社
会
問
題
へ
の
仏
教
界
全

体
で
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
研
修
し
て
い

く
、
と
い
っ
た
事
が
必
要
か
と
考
え
ま

す
。ま

た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
県
仏
教

会
を
紹
介
し
て
頂
く
の
も
、
県
仏
教
会

に
と
っ
て
大
変
有
難
い
で
す
。
琵
琶
湖

に
関
し
て
の
お
話
し
を
致
し
ま
し
た

が
、
琵
琶
湖
は
近
県
を
含
む
住
民
の
大

変
貴
重
な
水
源
で
あ
り
、
県
仏
と
し
て

も
、
県
が
か
か
げ
て
い
る
「
琵
琶
湖
の

水
質
保
全
」
へ
の
協
力
は
大
変
大
き
な

テ
ー
マ
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
事
業
や

活
動
報
告
で
は
伝
え
き
れ
な
い
、
地
域

ロ
ー
カ
ル
的
な
情
報
を
掲
載
で
き
る
と

非
常
に
魅
力
的
に
な
る
の
で
は
、
と
思

い
ま
す
。

（
談
）

全日本仏教徒会議
滋賀大会記念碑

大会テーマ「出会い縁を生き、伝
えるわれら」が刻まれている。（総
本山西教寺総門前）
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全
日
本
仏
教
会
（
以
下
、
全
日
仏
）

の
財
団
創
立
五
十
周
年
、
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

わ
が
国
に
お
け
る
伝
統
仏
教
教
団
と

関
係
諸
団
体
か
ら
な
る
唯
一
の
連
合
体

で
あ
る
全
日
仏
は
、
そ
の
寄
附
行
為
で

「
相
互
の
緊
密
な
連
絡
提
携
の
も
と

に
、
全
国
の
各
種
仏
教
運
動
に
全
一
性

と
計
画
性
を
も
た
せ
、
真
に
時
代
に
即

応
す
る
活
発
な
全
一
仏
教
運
動
の
展
開

と
仏
教
に
よ
る
国
際
文
化
の
交
流
を
促

進
し
、
も
っ
て
、
仏
教
文
化
の
宣
揚
と

世
界
平
和
の
進
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
」
と
い
う
大
き
な
目
的
を

掲
げ
て
い
ま
す
。
し
か
し
仏
教
が
各
宗

派
に
分
か
れ
て
共
存
す
る
と
い
う
日
本

仏
教
の
特
性
を
思
う
時
、「
全
国
の
各

種
仏
教
運
動
に
全
一
性
を
も
た
せ
、
真

に
時
代
即
応
の
活
発
な
全
一
仏
教
運
動

を
展
開
す
る
」
と
い
っ
て
も
、
所
期
の

目
的
の
た
め
事
業
を
進
め
る
に
は
、
困

難
を
と
も
な
い
ま
す
。
こ
の
点
は
、
率

直
に
認
め
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
で

し
ょ
う
。

全
日
仏
を
評
し
て
「
仲
よ
し
ク
ラ

ブ
」
と
い
う
声
が
一
部
に
あ
る
の
は
事

実
で
す
。
お
の
ず
か
ら
加
盟
団
体
に
と

っ
て
明
確
に
利
害
が
共
通
す
る
と
思
わ

れ
る
課
題
を
中
心
に
活
動
す
る
こ
と
に

な
る
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
仏
教
界
を

取
り
ま
く
重
要
問
題
の
調
査
・
対
応
、

諸
官
庁
及
び
関
係
団
体
と
の
連
絡
提
携

や
W
F
B
（
世
界
仏
教
徒
連
盟
）
な
ど

と
の
交
流
が
主
な
活
動
と
な
っ
て
き
ま

し
た
。

前
理
事
長
の
里
見
達
人
氏
は
「
伝
統

仏
教
が
生
き
残
る
た
め
に
は
、
政
治
・

行
政
の
動
き
や
世
論
な
ど
と
無
縁
で
あ

っ
て
は
な
ら
な
い
。
昨
今
、
教
育
基
本

法
、
公
益
法
人
法
な
ど
伝
統
仏
教
界
と

直
接
関
係
あ
る
法
案
が
、
つ
ぎ
つ
ぎ
と

国
会
の
壇
上
で
議
せ
ら
れ
た
こ
と
は
記

憶
に
新
し
い
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま

す
。事

実
、
公
益
法
人
制
度
改
革
の
問
題

は
、
全
日
仏
に
と
っ
て
、
つ
ま
り
加
盟

団
体
に
と
っ
て
、
そ
の
存
亡
に
か
か
わ

る
重
大
案
件
で
し
た
。

平
成
十
八
年
十
二
月
に
「
公
益
法
人

制
度
改
革
の
概
要
」
が
発
表
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
中
、
宗
教
法
人
の
公
益
性
の

法
的
根
拠
で
あ
る
民
法
第
三
十
四
条
の

「
公
益
」
の
例
示
か
ら
「
宗
教
」
の
二

文
字
が
削
除
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。
宗

教
法
人
の
法
的
根
拠
を
失
い
か
ね
な
い

重
大
事
態
に
直
面
し
、
全
日
仏
の
執
行

部
は
、
全
仏
自
身
が
有
力
加
盟
団
体
で

あ
る
日
本
宗
教
連
盟
と
連
携
し
、
関
係

方
面
に
対
し
て
必
要
な
要
請
活
動
を
行

わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、「
公
益
」

の
例
示
か
ら
「
宗
教
」
が
削
除
さ
れ
る

事
態
は
回
避
さ
れ
、
既
得
権
が
現
行
の

ま
ま
確
保
さ
れ
ま
し
た
。
全
日
仏
の
尽

力
に
敬
意
と
感
謝
を
表
し
ま
す
。

こ
の
度
の
公
益
法
人
制
度
改
革
に
お

け
る
法
的
な
側
面
は
、
い
ち
お
う
見
通

し
が
立
っ
た
よ
う
で
す
が
、
税
制
に
つ

い
て
は
「
今
の
と
こ
ろ
具
体
的
に
見
え

て
こ
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
今
ま

で
公
益
法
人
は
「
原
則
非
課
税
」
で
し

た
。
そ
れ
が
「
免
税
制
」
に
な
っ
た
と

い
う
原
則
論
の
転
換
は
、
大
き
な
懸
念

材
料
で
す
。
こ
れ
か
ら
先
も
、
全
日
仏

の
役
割
は
、
大
き
い
と
い
わ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

宗
教
法
人
法
は
、
法
人
財
産
の
維
持

管
理
な
ど
、
世
俗
的
な
事
柄
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
法
律
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
求
め
ら
れ
て
い
る
「
公
益
性
」
と

は
、
世
俗
法
人
と
し
て
の
宗
教
法
人

が
、
法
人
の
器
と
し
て
「
公
器
」
に
な

っ
て
い
る
か
ど
う
か
、
と
い
う
こ
と
の

よ
う
で
す
。
関
係
閣
僚
会
議
幹
事
会
が

行
っ
た
「
公
益
法
人
の
設
立
許
可
及
び

指
導
監
督
基
準
の
運
用
指
針
申
し
合

せ
」
に
よ
れ
ば
、
社
団
・
財
団
法
人
の

理
事
は
「
同
一
の
親
族
が
占
め
る
割
合

は
、
そ
れ
ぞ
れ
理
事
現
在
数
の
三
分
の

一
以
下
」
と
明
記
し
て
い
ま
す
。
こ
の

原
則
が
直
ち
に
宗
教
法
人
に
も
適
応
さ

れ
る
と
は
思
わ
れ
ま
せ
ん
が
、
今
後
い

よ
い
よ
宗
教
法
人
の
公
益
性
に
向
け
た

自
助
努
力
が
、
求
め
ら
れ
る
事
に
な
る

で
し
ょ
う
。

ま
た
、
教
育
基
本
法
の
「
改
正
」
問

題
に
関
す
る
取
り
組
み
で
も
、
多
く
の

こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

文
部
科
学
大
臣
が
中
央
教
育
審
議
会

に
対
し
「
新
し
い
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い

教
育
基
本
法
の
在
り
方
」
を
諮
問
し
た

の
は
、
平
成
十
三
年
十
一
月
二
十
六
日

で
す
。
公
明
党
が
公
式
に
「
改
正
容

認
」
に
転
じ
た
の
は
、
十
六
年
一
月
九

日
開
催
の
「
与
党
・
教
育
基
本
法
に
関

す
る
協
議
会
」
の
席
だ
っ
た
、
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

『
世
界
（
平
成
十
六
年
六
月
号
）』に

よ
れ
ば
、
冬
柴
公
明
党
幹
事
長
が
「
今

の
法
律
よ
り
よ
い
も
の
に
な
る
の
で
あ

れ
ば
、
改
正
を
考
え
て
も
い
い
。
協
議

N
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5
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五
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の
検
証
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会
や
検
討
会
に
『
改
正
』
と
い
う
文
字

を
入
れ
て
、
検
討
を
続
け
た
ら
ど
う

か
」
と
提
案
、
正
式
に
改
正
案
作
成
に

向
け
た
準
備
作
業
が
可
能
と
な
っ
た
の

で
す
。
民
主
党
は
「
現
行
法
を
一
言
一

句
変
え
る
な
、
は
少
数
派
」「
対
案
を

出
す
こ
と
が
責
任
政
党
の
姿
」
と
い
う

姿
勢
で
、
改
正
反
対
は
共
産
・
社
民
の

両
党
だ
け
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
時
点

で
、
改
正
に
向
け
た
政
治
の
流
れ
は
決

ま
っ
た
、
と
い
っ
て
い
い
で
し
ょ
う
。

問
題
は
、
そ
の
中
身
の
議
論
に
移
っ
た

の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
政
治
状
況
を
ふ
ま
え
、

す
で
に
理
事
会
に
お
い
て
教
育
基
本
法

第
九
条
の
「
宗
教
教
育
」
を
適
切
な
条

文
に
改
正
す
る
必
要
あ
り
と
の
合
意
に

達
し
て
い
た
全
日
仏
で
は
、
対
応
を
急

ぐ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

当
時
、
仏
教
界
の
一
部
に
「
教
育
基

本
法
改
正
は
改
憲
に
つ
な
が
る
」
と
い

う
反
対
論
が
あ
っ
た
こ
と
は
事
実
で

す
。
一
方
、
公
教
育
の
場
で
宗
教
教
育

が
行
え
る
よ
う
に
す
べ
き
だ
と
い
う
強

い
要
望
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
政
治
的
に
改
正
が
不
可
避
の

流
れ
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
こ
の

際
、
国
民
的
議
論
に
加
わ
り
、
例
え
ば

「
宗
教
の
社
会
生
活
に
お
け
る
地
位
を

教
育
上
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
い
う
現
行
条
文
の
よ
う
に
内
容
が
わ

か
り
に
く
い
も
の
で
な
く
、
宗
教
教
育

実
施
の
上
で
よ
り
適
切
な
条
文
の
明
記

に
む
け
努
力
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
た
だ

し
、
全
日
仏
と
し
て
は
第
九
条
の
「
宗

教
教
育
」
条
項
に
絞
っ
て
対
応
す
る
―

―
お
お
よ
そ
、
こ
の
よ
う
な
意
見
の
集

約
で
あ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。

全
日
仏
は
宗
教
教
育
の
問
題
に
関
し

て
は
土
俵
の
外
で
は
な
く
、
現
実
主
義

に
立
つ
こ
と
に
し
た
の
で
す
。

具
体
的
に
は
、
十
宗
派
及
び
学
識
経

験
者
で
構
成
す
る
「
宗
教
教
育
推
進
特

別
委
員
会
（
略
称
）」を
設
置
、
天
台
宗

元
宗
務
総
長
の
杉
谷
義
純
師
が
委
員
長

と
な
り
取
り
組
み
を
行
い
ま
し
た
。
全

日
仏
と
し
て
の
「
改
正
試
案
」
は
、
平

成
十
七
年
一
月
号
の
『
全
仏
』
誌
に
全

文
が
掲
載
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。周

知
の
と
お
り
、
中
教
審
の
「
宗
教

教
育
」
に
関
す
る
答
申
は
、「
宗
教
に

関
す
る
知
識
、
宗
教
の
持
つ
意
義
を
尊

重
す
る
こ
と
が
重
要
で
、
そ
の
旨
を
適

切
に
規
定
す
る
こ
と
が
適
当
」
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。
全
日
仏
試
案
で
は
、「
宗

教
的
な
伝
統
文
化
に
関
す
る
基
本
的
な

知
識
及
び
意
義
は
、
教
育
上
こ
れ
を
重

視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
提
案
し

ま
し
た
。「
宗
教
的
感
性
の
尊
重
」
も

提
言
し
ま
し
た
。
民
主
党
は
、
全
日
仏

の
提
案
を
ほ
ぼ
全
面
的
に
受
け
入
れ
、

「
生
の
意
義
と
死
の
意
義
を
考
察
し
、

生
命
あ
る
す
べ
て
の
も
の
を
尊
ぶ
態
度

を
養
う
こ
と
の
尊
重
」
ま
で
も
書
き
込

ん
だ
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
政
府
与
党
案

は
「
宗
教
に
関
す
る
一
般
的
な
教
養
の

尊
重
」
と
い
う
も
の
で
し
た
。
明
ら
か

に
、
中
教
審
の
答
申
よ
り
大
き
く
後
退

し
た
内
容
で
、
改
正
案
は
強
引
な
可
決

成
立
と
な
っ
た
の
で
す
。

後
日
、
与
党
協
議
に
加
わ
っ
た
自
民

党
議
員
か
ら
聞
い
た
話
で
す
が
、
公
明

党
は
「
宗
教
の
持
つ
意
義
」
を
改
正
条

文
に
書
き
込
む
こ
と
に
「
反
対
し
た
」

と
い
う
こ
と
で
す
。
他
方
、
あ
れ
だ
け

反
対
だ
っ
た
「
愛
国
心
」
で
は
、
結
局

自
民
党
に
譲
り
ま
し
た
。
創
価
学
会
と

い
う
宗
教
団
体
に
支
え
ら
れ
て
存
立
す

る
公
明
党
が
「
宗
教
に
関
す
る
知
識
や

宗
教
の
持
つ
意
義
を
尊
重
す
る
」
教
育

に
、
な
ぜ
反
対
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。

教
育
は
、
国
家
百
年
の
計
に
か
か
わ

る
重
大
事
で
す
。
本
来
、
公
教
育
の
あ

る
べ
き
姿
の
基
本
は
、
党
派
性
を
こ

え
、
全
国
民
的
議
論
を
慎
重
に
つ
み
重

ね
て
合
意
形
成
を
め
ざ
す
べ
き
課
題
で

す
。
し
か
し
、
与
党
権
力
の
中
枢
で

は
、
全
く
別
の
次
元
で
、
熾
烈
な
陣
取

り
合
戦
が
行
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
な
の

で
し
ょ
う
か
。

「
教
育
基
本
法
」
の
問
題
は
、
こ
れ

で
終
わ
っ
た
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

の
法
律
は
理
念
法
で
す
か
ら
、
改
正
法

に
基
づ
く
学
習
指
導
要
領
の
見
直
し
作

業
等
は
こ
れ
か
ら
で
す
。
引
き
つ
づ

き
、
そ
の
内
容
を
厳
し
く
注
視
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

伝
統
仏
教
教
団
に
と
っ
て
全
日
仏
の

存
在
と
役
割
は
、
い
よ
い
よ
大
き
い
も

の
と
な
る
で
し
ょ
う
。
日
本
宗
教
連
盟

を
は
じ
め
諸
団
体
・
関
係
官
庁
等
と
の

関
係
も
、
重
要
度
が
増
す
こ
と
は
必
定

で
す
。
他
方
、
組
織
の
性
格
上
、
全
日

仏
の
役
員
の
任
期
は
短
く
、
か
つ
公
平

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
等
の
事
情
が
あ

る
た
め
、
固
有
の
人
材
が
育
ち
に
く
い

現
実
が
あ
り
ま
す
。
日
宗
連
の
理
事
を

み
て
も
、
全
日
仏
出
身
の
理
事
は
二
年

で
交
代
す
る
の
が
通
例
で
す
。
ま
さ
に

「
仏
陀
の
和
の
精
神
を
基
調
」
と
し
て

智
恵
を
出
し
合
い
、
こ
れ
か
ら
の
五
十

年
が
実
り
多
い
五
十
年
と
な
る
よ
う
、

共
々
に
努
力
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

す
。仲

良
し
の
団
体
で
あ
り
つ
つ
、
適
時

適
切
に
必
要
な
力
を
発
揮
で
き
る
全
日

仏
の
誕
生
―
―
こ
れ
が
全
日
仏
に
か
け

る
私
の
夢
と
い
え
ま
し
ょ
う
か
。
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二
〇
〇
七
（
平
成
十
九
）
年
、
八
月

二
十
三
日
（
木
）、
財
団
法
人
全
日
本

仏
教
会
は
財
団
創
立
五
十
周
年
を
迎
え

た
。同

日
、
東
京
都
港
区
の
大
本
山
増
上

寺
に
お
い
て
財
団
創
立
五
十
周
年
記
念

式
典
を
挙
行
。
隣
接
す
る
東
京
プ
リ
ン

ス
ホ
テ
ル
に
て
、
記
念
講
演
・
祝
宴
が

催
さ
れ
た
。

�
�
�
�

記
念
式
典
は
増
上
寺
大
殿（
本
堂
）

に
於
い
て
、
加
盟
団
体
代
表
者
、
諸
宗

教
代
表
者
、
政
界
関
係
者
を
は
じ
め
、

各
界
か
ら
の
来
賓
を
含
む
七
百
名
以
上

が
参
集
し
た
中
、
挙
行
さ
れ
た
。

内
陣
に
は
加
盟
宗
派
の
管
長
、
座

主
、
門
主
、
門
首
、
法
主
、
W
F
B
会

長
、
日
本
宗
教
連
盟
理
事
長
を
始
め
各

界
の
来
賓
、
本
会
会
長
・
副
会
長
が
出

座
さ
れ
た
。

仏
教
徒
の
歌
「
あ
あ
こ
の
よ
ろ
こ

び
」
の
斉
唱
で
記
念
式
典
が
開
式
。

増
上
寺
の
成
田
有
恒
法
主
を
導
師
と

し
て
増
上
寺
一
山
式
衆
に
よ
る
「
財
団

創
立
五
十
周
年
記
念
法
要
・
関
係
物
故

者
追
悼
法
要
」
が
厳
修
さ
れ
た
。

法
要
に
続
き
、
本
会
を
代
表
し
て
大

道
晃
仙
会
長
の
挨
拶
。（
機
関
誌
『
全

仏
』
５
３
２
号
に
全
文
掲
載
）

パ
ン
・
ワ
ナ
メ
ッ
テ
ィ
W
F
B
会
長

・
安
倍
晋
三
内
閣
総
理
大
臣
（
代
読
・

鈴
木
政
二
内
閣
官
房
副
長
官
）
・
杉
山

一
太
郎
日
本
宗
教
連
盟
理
事
長
よ
り
祝

辞
を
頂
い
た
。

祝
辞
の
中
で
、
パ
ン
・
ワ
ナ
メ
ッ
テ

ィ
W
F
B
会
長
は
「
全
日
本
仏
教
会
は

仏
法
に
基
づ
き
人
々
の
生
活
を
支
援
す

る
こ
と
で
、
人
類
に
価
値
の
あ
る
貢
献

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
多
く
の
活

動
は
、
賞
賛
に
値
し
、
ま
た
高
く
評
価

さ
れ
る
も
の
で
す
」
と
し
「
財
団
創
立

五
十
周
年
記
念
式
典
は
、
今
後
の
仏
教

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
安
泰
と
全
世
界
の

恒
久
的
な
平
和
と
幸
福
を
願
い
、
私
た

ち
の
結
束
と
協
力
関
係
を
強
固
な
も
の

に
す
る
た
め
の
ま
さ
に
好
機
に
な
り
ま

財
団
創
立
五
十
周
年
記
念
式
典
開
催

全
日
本
仏
教
会

パン・
ワナメッティ
WFB会長

法要
導師成田有恒増上寺法主

鈴木政二
内閣官房
副長官

杉山一太郎
日本宗教連盟
理事長

内陣の様子

挨拶をする大道晃仙会長

管長・座主・門主・門首・法主等
に挨拶をする安原晃理事長

２００７年１０月１日8



す
」
と
こ
れ
か
ら
の
仏
教
界
の
在
り
方

を
示
唆
し
、
安
倍
晋
三
首
相
は
「
宗
教

は
人
々
の
心
の
拠
り
所
と
し
て
、
そ
の

役
割
は
一
層
増
大
し
て
い
る
。
今
後
の

活
動
に
大
い
に
期
待
を
し
て
い
る
」

と
、
杉
山
一
太
郎
日
本
宗
教
連
盟
理
事

長
は
「
険
し
い
遥
か
な
道
を
一
歩
ず
つ

踏
み
し
め
進
ま
れ
る
全
日
本
仏
教
会

に
、
改
め
て
厚
い
尊
敬
と
深
い
感
謝
の

念
を
捧
げ
ま
す
と
同
時
に
、
貴
仏
教
会

と
共
に
あ
り
ま
す
日
本
宗
教
連
盟
も
、

同
じ
一
つ
の
心
に
結
ば
れ
、
宗
教
文
化

の
振
興
と
世
界
平
和
確
立
へ
の
努
力
を

重
ね
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
」
と

述
べ
ら
れ
た
。

続
い
て
、
本
会
の
設
立
目
的
で
あ
る

「
仏
教
文
化
の
宣
揚
と
世
界
平
和
の
進

展
」
の
た
め
ご
尽
力
頂
い
た
方
々
へ
の

功
労
者
表
彰
（
受
彰
者
は
機
関
誌
『
全

仏
』
５
３
２
号
に
掲
載
）
が
行
わ
れ
、

最
後
に
池
田
行
信
事
務
総
長
が
決
意
表

明
（
次
頁
）
を
読
み
上
げ
閉
会
し
た
。

�
�
�
�

午
後
四
時
よ
り
東
京
プ
リ
ン
ス
ホ
テ

ル
「
プ
ロ
ビ
デ
ン
ス
ホ
ー
ル
」
に
於
い

て
五
木
寛
之
氏
を
招
き
、記
念
講
演「
二

十
一
世
紀
仏
教
の
道
を
た
ず
ね
て
」
と

題
し
て
ご
講
演
頂
い
た
。

氏
は
「
日
本
に
お
け
る
自
殺
者
が
年

間
三
万
人
を
超
え
る
現
状
を
憂
い
、
ま

た
自
殺
に
対
す
る
偏
見
か
ら
く
る
差
別

に
対
し
も
宗
教
者
は
も
っ
と
目
を
む
け

心
の
闇
に
光
を
照
ら
し
て
い
く
よ
う
な

活
動
を
し
て
ほ
し
い
」
旨
を
う
っ
た
え

ら
れ
た
。�

�

十
七
時
三
十
分
よ
り
、同
ホ
テ
ル「
鳳

凰
の
間
」
に
お
い
て
祝
宴
が
催
さ
れ
、

七
百
名
以
上
が
出
席
し
た
。

祝
宴
は
大
正
大
学
音
楽
部
混
声
合
唱

団
に
よ
る
仏
教
賛
歌
（「
わ
が
い
の
ち
」

・「
仏
前
讃
仰
三
帰
依
文
」・「
四
弘
誓

願
」）
が
披
露
さ
れ
る
中
開
会
。

安
原
晃
理
事
長
の
挨
拶
（
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
「
五
十
周
年
記
念
ペ
ー
ジ
」
に
掲

載
）。来

賓
祝
辞
に
続
き
各
界
代
表
者
十
四

名
が
登
壇
し
て
鏡
開
き
を
行
っ
た
。

佐
藤
令
宜
副
会
長
の
発
声
で
乾
杯
。

福
豊
会
の
皆
様
に
よ
る
津
軽
三
味
線

の
清
興
、
来
賓
の
方
々
の
祝
辞
が
披
露

さ
れ
た
。
和
や
か
に
親
睦
を
深
め
る

中
、
寺
町
研
山
副
会
長
が
閉
会
挨
拶
。

次
代
へ
の
第
一
歩
の
歩
み
出
し
を
確

認
す
る
中
、
全
日
程
を
終
了
し
た
。

鏡開き（左より、海部俊樹氏・稲盛
和夫氏・安原理事長）

決意表明を読み上げる
池田行信事務総長

佐藤令宜副会長

功労者表彰を受けた皆様

挨拶をする安原晃理事長

五木寛之氏

寺町研山副会長

9ZENBUTSU２００７年１０月１日
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﹇
寄
付
者
﹈

（
六
月
十
五
日
〜
九
月
十
一
日
）

末
廣
久
美
・
島
田
喜
久
子
・
岩
脇
孝
子

河
原
時
子
・
篠
田
節
子
・
林
惠
智
子

英
良
智
・
梨
本
三
千
代
・
岸
春
江

田
島
久
枝
・
中
村
つ
ぢ
子
・
平
里
江

小
峰
喜
和
子
・
花
岡
真
理
子

松
井
百
合
子
・
高
神
洋
子
・
高
橋
和
子

（
以
上

全
日
本
仏
教
婦
人
連
盟
）

新
潟
県
仏
教
会
会
長

中
村
啓
識

圓
乗
院
・
市
村
隆
玄
・
清
見
寺

法
華
宗
本
門
流
・
沖
縄
県
仏
教
会

妙
法
院
・
長
昌
寺
・
楊
谷
寺

（
株
）番
地
銘
石
・（
株
）三
州
社

有
限
会
社
魚
藤
・
大
本
山
法
華
経
寺

事
務
機
の
花
久
・
ト
ー
ア
株
式
会
社

有
限
会
社
矢
口
浩
悦
庵
・
妙
壽
寺

株
式
会
社
表
現
文
化
社

時
宗
総
本
山
清
浄
光
寺
・
金
剛
頂
寺

真
宗
木
辺
派
本
山
綿
織
寺

妙
高
寺
・
金
藏
院
・
三
千
院
・
実
相
寺

法
相
宗
大
本
山
興
福
寺
・
正
徳
寺

法
相
宗
大
本
山
薬
師
寺
・
妙
興
寺

身
延
山
久
遠
寺
・
西
山
浄
土
宗

（
有
）シ
テ
ン
ノ
ウ
ジ
ワ
ー
ク

日
光
山
輪
王
寺
・
瑞
輪
寺
・
羅
漢
寺

常
楽
寺
・
池
上
本
門
寺
・
総
持
寺

（
株
）匠
ア
ー
ル
・
大
本
山
光
明
寺

珍
田
ツ
ヨ
葬
儀
造
花
店

（
株
）珍
田
造
花
本
店
・
渡
辺
章
悟

上
戸
家
石
材
・
豪
徳
寺
・
成
林
寺

安
浄
寺
・（
株
）味
ご
よ
み
一
心

梅
林
僧
堂
・
長
明
寺
・
實
相
寺

寛
永
寺
・
宝
生
院
・
東
覚
寺
・
妙
本
寺

（
株
）牧
野
総
本
店

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

合
計

四
百
七
十
三
万
二
千
円

ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

皆
様
の
ご
支
援
・
御
協
力
を
お
待
ち
申
し

あ
げ
て
お
り
ま
す
。

【
郵
便
振
替
】

口
座
番
号

０
０
１
３
０
―
６
―
３
７
６
０
０

口
座
名
義

財
団
法
人

全
日
本
仏
教
会

【
銀
行
振
込
】

三
井
住
友
銀
行

浜
松
町
支
店

口
座
番
号

普
通

７
０
８
２
９
１
３

口
座
名
義

財
団
法
人

全
日
本
仏
教
会

２００７年１０月１日10
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八
月
七
日
、
本
会
は
「
首
相
及
び
閣
僚
の
靖
国
神
社
公
式
参
拝
中
止
の
要
請
」
を

安
倍
晋
三
首
相
宛
に
提
出
し
ま
し
た
。
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一
日
▼
局
内
会
議

▼
国
際
交
流
審
議
会

三
日
▼
比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
二
〇
周

年
記
念

「
世
界
宗
教
者
平
和
の
祈
り
の

集
い
」
出
席
（
至
四
日
迄
）

▼
大
正
大
学
音
楽
部
太
田
代
氏
来
局

七
日
▼
浄
土
宗
大
本
山
善
導
寺

阿
川

台
下
と
面
談
（
赤
坂
浄
土
寺
）

▼
首
相
及
び
閣
僚
の
靖
国
神
社
公

式
参
拝
中
止
要
請
提
出

八
日
▼
公
益
法
人
セ
ミ
ナ
ー
参
加

▼
福
豊
会
打
合
せ

九
日
▼
仏
教
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
B
N
N
）
来
局

▼
事
務
連
絡
会
議

▼
無
料
法
律
相
談
室

十
五
日
▼
千
鳥
ヶ
淵

日
蓮
宗
戦
没
者

慰
霊
・
平
和
祈
願
法
要
参
列

十
六
日
▼
文
化
庁
来
局

十
七
日
▼
局
内
会
議

▼
総
務
・
式
典
両
部
会
長
と
打

合
せ

二
十
一
日
▼
W
F
B
執
行
役
員
到
着

二
十
二
日
▼
記
念
式
典
準
備

▼
W
F
B
執
行
役
員
会
議

（
至
二
十
三
日
迄
）

▼
式
典
警
備
の
打
合
せ

二
十
三
日
▼
財
団
創
立
五
十
周
年
記
念

式
典
・
特
別
記
念
講
演
・

祝
宴

二
十
四
日
▼
無
料
法
律
相
談
室

二
十
七
日
▼
仏
教
英
語
プ
ロ
グ
ラ
ム
打

合
せ

二
十
八
日
▼
宮
澤
喜
一
元
総
理
を
偲
ぶ

会
参
列

二
十
九
日
▼
仏
教
情
報
セ
ン
タ
ー

鈴

木
前
理
事
長
慰
労
会
出
席

三
日
▼
厚
生
労
働
省
人
道
調
査
室
来
局

四
日
▼
事
務
連
絡
会
議

▼
国
際
仏
教
興
隆
協
会
臨
時
理
事

会
出
席

六
日
▼
電
通
来
局

七
日
▼
社
会
人
権
審
議
会
理
事
長
答
申

打
合
せ

八
日
▼
ゆ
め
観
音
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
参
加

十
日
▼
B
N
N
企
画
委
員
会
出
席

▼
神
奈
川
県
仏
教
会
主
催

第
四

十
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
神
奈

川
大
会
実
行
委
員
会
出
席

★
今
月
の
表
紙
に
つ
い
て
★

コ
チ
に
は
大
き
な
四
つ
手
の
ネ
ッ
ト
を
海
に

沈
め
て
引
き
上
げ
る
チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
ネ
ッ
ト

と
呼
ば
れ
る
独
特
の
漁
法
が
あ
る
。
岸
で
は

そ
れ
ら
の
魚
や
エ
ビ
を
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
に
し

て
売
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
カ
レ
ー
味
で
と

て
も
美
味
し
い
。（
コ
チ
に
て
）

事
務
総
局
録
事

九
月
（
一
〜
十
日
）

八
月
（
一
〜
三
十
一
日
）

11ZENBUTSU２００７年１０月１日
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行
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財
団
法
人
全
日
本
仏
教
会

〒
一
〇
五
―
〇
〇
一
一
東
京
都
港
区
芝
公
園
四
―
七
―
四

U
RL:http://w

w
w
.jbf.ne.jp/

お申込方法＆お問合せ
下下記記問問合合せせ先先ままでで、、おお名名前前とと連連絡絡先先ををおお知知ららせせ下下ささいい。。ななおお、、
茶茶話話会会にに参参加加をを希希望望さされれるる方方はは、、そそのの旨旨ももおお知知ららせせ下下ささいい
〒〒222211--00006644 神神奈奈川川県県横横浜浜市市神神奈奈川川区区鳥鳥越越3388孝孝道道山山内内
国国際際仏仏教教交交流流セセンンタターー シシンンポポジジウウムム係係
tteell :: 004455‐‐443322‐‐11220011（（９９：：0000～～1177 :: 0000ままでで受受付付））
ffaaxx :: 004455‐‐443322‐‐22443300 mmaaiill :: ssooddaann@@kkooddoossaann..oorr..jjpp
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伊勢国一志郡（三重
県津市）に生まれた真
盛上人（1443~1495）
は、比叡山で20年間
天台宗の教義を深めま
したが、母の死を契機
に比叡山を去り、現在

天台真盛宗の本山となっている坂本の西教寺を再興
し、同寺を拠点として江州・越前・伊賀・伊勢の諸
国で布教活動を行い、多くの人々の信仰を集めまし
た。本展が、乱世に生きた１人の高僧、真盛上人の
業績をたどるだけでなく、現代を生きるための手が
かりを得る機会となれば幸いです。
平成19年11月６日（火）～12月９日（日）
一般 400円・小・中・高 200円
休館日 毎週月曜日
関連事業 天台声明コンサート・講演会
越前市武生公会堂記念館0778‐21‐3900（直通）
〒915‐0074 福井県越前市蓬莱町８‐８
http : //www.city.echizen.lg.jp/office/090/030/
kokaido/tokubetuten.jsp

現代の仏教界を代表する各
宗派管長、大本山貫首、布教
師をはじめ、本会の活動趣旨
に賛同する文化人、著名人、
約200名のご協力を得て、直
筆の書や画を展示・頒布して
います。墨蹟との出会いを通
して、みほとけの教えが広が
ることを願い、毎年開催して
います。ご協力いただきまし
た皆さまからの浄財は、仏教精神に基づいて、青少
年育成の諸事業に充てさせていただいております。
神奈川会場【パシフィコ横浜】
11月19日（月）～11月20日（火）
東京銀座会場【松坂屋銀座店別館】
12月12日（水）～12月18日（火）
名古屋会場【松坂屋名古屋本店】
１月30日（水）～２月５日（火）
お問合せ Tel 03‐3541‐6725

e-mail jigyo@zenseikyo.or.jp
詳 細
http : //www.zenseikyo.or.jp/japa/activity4.html
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